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福岡正夫名誉教授著作目録

1. 著 *
『経済原論』世界書院（経済学全集1 千種義人• 大熊一郎•富田重夫と共著第5, 7 ,1 1 ,1 2 ,1 3 , 21章を 

担当)，1964年

『近代経済学の理論構造』筑摩書房（経済学全集5 安弁珠磨•熊谷尚夫と共著第n 部を担当，第2版では 

第IV部第2享をも担当)，1974年 （初版)，1977年 〔第2版）

『経済学の考え方』泉文堂，1978年 

『一般均衡理論』創文社，1979年

『ケインズと現代』『税務経理協会』（早坂忠. 根岸隆と共著）1983年

『均衡理論の研究』創文社，1985年

『ゼミナール経済学入門』日本経済新聞社，1986年

『経済学原論』比峰出版社（『ゼミナール経済学入門』韓国語版丁炳ほ解訳）1987年

2. 編 著

『経済学』有斐閣（有斐閣双書荒憲治郎と共編)，1965年 

『経済学の潮流』日本評論社，1974年 

『経済学2 厚生経済学』有斐閣（有斐閣双* ) , 1975年 

『経済辞典』講談社（荒憲治郎• 内田忠夫と共編)，1980年

3 . 訳 書

ランゲ『価格伸縮性と雇傭』東洋経済新報社（安井斑磨と共訳)，1953年

ピグウ『厚生経済学』東洋経済新報社（永田清監訳気賀健三• 千種義人. 鈴木該ー• 大熊一郎と共訳)，1953 

年

ドーフマン=サミュルソン= ソロー『線型計画と経済分析』 I  . n , 岩波書店（安弁塚磨. 渡部経彦.小山昭 

雄と共訳)， I 1958年，n 1959年 

アレン『数理経済学』紀伊国屋書店（安弁塚磨• 木村健康監訳，第10享 •第19章を担当)，1959年 

ソロー『資本理論と経済成長』竹内言店（川又邦雄と共訳)，1965年 

ソロー『資本 . 成長 . 技術進歩』竹内書店（神谷傳造. 川又邦雄と共訳)，1970年 

ヒックス『資本と成長』岩波書店（安井塚磨と共訳)，1970年 

ソロー『成長理論』岩波書店，1971年 

サミュュルンソン『経済学と現代』日本経済新聞社，1972年

ジャップS 「『限界革命』におけるワルラスの役割」（浜田裕一郎と共訳岡田純一. 早坂忠編『経済学と限界 

革命』日本経済新聞社，所収)，1975年 

アロー = ハーン『一般均衡分析』岩波書店（川又邦雄と共訳)，1976年 

プローグ『ケンプリブジ革命』東洋経済新報社（松浦保と共訳)，1977年 

ジャッフ：C 『ワルラス経済学の誕生』日本経済新聞社（安井塚磨と共編訳），1977年
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サムェルソン「経済学者と思想の歴史」（『サムユルソン経済学体系』第9巻，勁草書房，所収），1979年 

サムエルソン「限界効用の終 焉 ：ペルナルデリ博士の論文に関する覚書」（瀬古參喜と共訳『サムエルソン経済 

学体系』第2巻，勁草* 房），1979年 

サムェルソン『経済学と現代』新版，日本経済新聞社，1979年 

ソロー『資本理論と収益率』新装改訂，竹内* 店 （川又邦雄と共訳)，1988年 

ソ ロ ー 『資本 • 成長 • 技術進歩』増補改訂（神谷傳造. 川又邦雄と共訳)，1988年

4. 専門論文

「価格体系の変化の法則に関する覚書」『三田学会雑誌』第42卷第1号，1949年 

「比較静学—— 極値条件と安定条件—— 」『三田学会雑誌』第42卷第5 . 6 号，1949年 

「比較静学と安定条件」『季刊理論経済学』第 1巻第1号，1950年

厂ヨーゼフ. A 'シュンペータ---- 革新の経済学—— J 『三田学会雑誌』第43巻第1号，19M年

r国民所得評価論に於けるヒックスとサミュ ェルソン」『金融経済』第 9号，1951年 

r ピグウ教授の国民所得評価論」『三田学会雑誌』第44巻第6 号，1951年

r消費者均衡理論の基礎をめぐって；展望—— 積分可能条件についての一註解—— 」『季刊理論経済学』第2 巻 

第4 号，1951年 

「選択の理論」（未癸表)，1951年

「シュンペーターとケインズ」『季干0理論経済学』第3卷第1号，1952年

"A Note on Convergence in Linear Programming Problems" Cowles Commission Discussion Paper, 

1954年

"Solution of a Resource Allocation Problem by Differential Equations" (Unpublished), 1954年 

"Full Employment and Constant Coefficients of Production" Quarterly Journal of Economics, 1955年

「投入産出モデルと市場機構」『季刊理論経済学』第6巻第1 . 2 号，1955年 

r投入産出の不等式体系」『金融経済』第33号，1955年

「動学的投入産出過程の最適径路について」『経済研究』第6 卷第3 号，1955年 

「投入産出分析H —— 基礎理論—— J 『三田学会雑誌』第48卷第6 号，1955年 

r投入産出分析t ) —— 逐次解法その他一 」『三田学会雑誌』第48巻第7 号，1955年 

r投入産出分析a —— 動学的レオンチィュフ体系—— J 『三田学会雑誌』第48巻第8 号，1955年 

r投入産出分析の基礎理論」『経済評論』第5巻第5 号，1956年

「線型計画論---Simplex Method---」『三田学会雑誌』第49卷第1号，1956年

厂線型計S 論---双対性定理---」『三田学会雑誌』第49卷第3 号，1956年

厂線型計画論---遊戯論との関係---J 『三田学会雑誌』第49卷第6 号，1956年

r遊戯問題の若干の特殊な解法について」『三田学会雑誌』第49卷第5号，1956年 

「ヒックス教授の需要理論」『経済研究』第8卷第1号，1957年

「カッセル一般均衡体系の再検討」『季刊理論経済学』第9卷第1 . 2 号 〔小山昭雄と共著)，1959年 

r均衡点存在問題の一考察」『経済学論集』第26卷第3 . 4 号，1959年

r再生産表式と均衡成長—— マルクス，ハロッド， レオンチェフを結ぶもの—— 」（森嶋通夫. 擁原三代平. 内 

田忠夫編『新しい経済分析』創文社，所収)，1960年 

r動学的レオンチェフ体系における双対安定の非両立性について」『経済研究』第11卷第3号，1960年 

「インフレーション理論の展望」『三田学会雑誌』第54巻第12号，1961年 

r カルドア氏の成長理論」『三田学会雑誌』第55卷第8 号，1962年

「国際収支と景気循環モデル」小官隆太郎編『戦後日本の経済成長』岩波書店，所収，1963年 

r線型経済学と伝統理論」安弁潔磨. 熊谷®夫 • 西山千明編『近代経済学講義』創文社，所収，1964年
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"The Stability Conditions and the Speeds of Adjustments; A  Critical N o te"『季刊理論経済学』第14 卷 

第2号 （神谷傳造と共著)，1964年 

"The Neo-Classical Theorem and the Two-Sector Model of Economic Grow th"『季刊理論経済学』第 

16卷第1号 （JM又邦雄と共著)，1965年 

「最適成長理論：展望」『季刊理論経済学』第16卷第2号，1966年

厂経済学における理論的方法と歷史的方法」慶應義塾経済学会編『経済学方法論の諸問題』東洋経済新報社， 

所収，1967年

「消費者均衡の純粋理論」慶應義塾経済学会『経済学年報』第12号，1968年

「生産者均衡の純粋理論」『三田学会雑誌』第62巻第9 号，1969年

"Monetary Growth £ la Keynes" Keio Economic Studies, V o l.1 , N o .1,1968年

「ケインズと現代経済理論」小泉明• 宮沢健一編『ケインズ一般理論研究』皿所収，筑摩書房，1970年

「競争均衡の存在」慶應參塾経済学会『経済学年報』第14号，1970年

「価格調節関数と存在定理-----つの注解—— J 『三田学会雑誌』第64卷第4 号 （宇佐ま泰生と共著)，1971年

「バレート最適と競争均衡」『三田学会雑誌』第64卷第6 号，1971年 

「コアと競争均衡」『三田学会辑誌』第64卷第7 号，1971年 

r価格決定における需要の役割」『三田学会雑誌』第64卷第11号，1971年 

「コアによる競争均衡の近似について」『三旧学会雑誌』第65巻第7号，1972年 

「市場均衡の安定性I — 序論的考察—— J 『三田学会雑誌』第66巻第2 • 3 号，1973年 

厂ケインズ経済学のミクロ理論的基礎：展望と評価」『季刊理論経済学』第25巻第1号，1974年 

「柴田博士の力ッセル批判をめぐって」都留重人. 杉原四郎編『経済学の現代的課題』ミネルヴァ書房，所収， 

1974年

「市場均衡の安定性n — 粗大替財体系と大域的安定性一 J 『三田学会雑誌』第68卷第1 • 2号，1975年 

「市場均衡の安定性皿—— 粗代替財体系と局所的安定性一 J 『三田学会雑誌』第68卷第6 号，1975年 

厂市場均衡の安定性IV—— 非模索過程の安定分析—— J 『三田学会雑誌』第69巻第1号，1976年 

「均衡体系の変化の法則」『三田学会雑誌』第69巻第2 . 3 号，1976年

「効用理論史のなかのワルラス一 『要論』公刊百年を記念して一 J (丸山徹と共著）『三田学会雑誌』第69 

卷第5号，1976年

「最適成長理論展望」『セミナー経済教室1 3 近代経済学』日本評論社（『季fli理論経済学』1966年3 月号所載 

論文の再録)，1976年 

「比較静学と定性経済学I 」『三田学会雑誌』第69巻第7号■,1976年 

「比較静学と定性経済学n j 『三田学会I I誌』第70巻第1号，1977年

「存在問題の再考察」『三田学会雑誌』第70巻第2 号 （千種義人教授退任記念特集号)，1977年 

「均衡理論の進路」『季刊理論経済学』第28卷第1号 （1976年10月30日関西大学における1976年度理論•計量経 

済学会会長講演)，1977年 

「一般均衡理論」根岸隆編『社会科学への招待経済学理論篇』日本評論社，所収，1977年 

「マクロ分析とミクロ分析」『経済学大辞典』東洋経済新報社，1980年 

「非ワルラス的交換過程と最適配分I 」『三田学会$1誌』第73卷第5号，1980年 

「非ワルラス的交換過程と最適配分n 」『三田学会雑誌』第74巻第2 号，1981年 

「交換媒体としての貨幣と取引過程の分権化」『三田学会雑誌』第74巻第3 号，1981年

「分権的情報ならびに物々交換制度の下における均衡配分の達成不可能性定理について」『三田学会雑誌』第74 

巻第5号，1981年

「フランシス. Y •エ ッ ジ ワ ー ス 一 『数理精神科学』公刊百年を記念して一 J 『三田学会雑誌』第75卷第1 

号，1982年
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r均衡配分の達成不可能性定理—— 改訂と拡充—— 」『三田学会雑誌』第75卷第4 号 （三浦礼と共著)，1982年 

「ケインズと現代経済学」『三田学会雑誌』第75卷第5 号 （第 1回経済学会大会講演1982年6 月19日の記録)， 

1982年

r クイリアム . スタンレー .ジュヴォンズ」『三田学会雑誌』第76卷第1号，1983年 

r レオン. ワルラス—— 生誕150年に因んで—— J 『三田学会雑誌』第78卷第4 号，1985年 

「貨幣と重複世代モデル」『三田学会雑誌』第80卷第1号 （須田伸一と共著)，1987年

r貨幣重複世代モデルにおける競争均衡の存在について」『三田学会雑誌』第 80卷第2 号 （須田伸一と共著）， 

1987年

r貨幣経済における一時的均衡」『三田学会雑誌』第81巻第1号，1988年 

「貨幣経済における一時的均衡：補完的分析」『三田学会雑誌』第81卷第2 号，1988年 

「貨幣の中立性」『三田学会雑誌』第81卷第3 号，1988年

5. 解説論文

「ラ ン ゲ ：セ イ の法則と一般均衡理論」『三田学会雑誌』第41卷第5 号，1948年 

「近代価値理論の展望」『三田学会雑誌』第41卷第10号，1948年 

r経済科学の客観性」『人文』第3卷第2 号，1949年 

厂現代経済学における数学の学び方」『三色旗』第24号，1950年

r新刊のアメリ力入門経済学* * より：本叢言について」『三田学会雑誌』第45巻第3 号，1952年 

「メ ッ ツ ラ ー ：レオンチェフの投入産出模型における租税と補助金」『三田学会雑誌』第45卷第11号，1952年 

「アメリカ経済学界の一動向」『経済評論』第 1巻第11号，1952年 

r現代経済学のフロンティア」『三色旗』第113号，1957年

厂均衡点の存在定理—— 最近の理論経済学界の一動向—— 」『三田学会雑誌』第50卷第5号，1957年

厂一般均衡分析」『経済セミナ一』臨時増TU「現代経済理論入門」特集号，1958年

r レオンチュフ教授の経済学」『世界経済』復刊第36号，1959年

「経済学と数学第1講数学の効用」『経済セミナー』No. 3 7 ,1959年

r経済学と数学第2講条件付最大問題〔I 〕」『経済セミナー』No. 3 8 ,1959年

r経済学と数学第3講条件付最大問題〔n 〕」『経済セミナー』No. 3 9 ,1960年

r経済学と数学第4 講条件付最大問題〔皿〕」『経済セミナー』No. 4 0 ,1960年

厂経済学と数学第5講安定条件〔I 〕」『経済セミナー』No. 4 1 ,1960年

r経済学と数学第6 講安定条件〔n 〕」『経済セミナー』No. 4 2 ,1960年

r経済学と今日の問題」『三田評論』通巻第598号，1961年

「独禁政策の理論的基準」『東洋経済』新年号，1962年

「現代経済理論の潮流」『経済セミナ一』No. 6 9 ,1962年

「現代成長理論の概観」慶應義塾経済学会『経済学年報』第6 号，1962年

r現代成長理論の概観」『国磨通信に関する諸問題』国際電信電話株式会社，1962年

r経済成長と技術進歩」『国際通信に関する諸問題』国際電信電話株式会社，1963年

「経済主体の行動」大石泰彦『現代経済学入門』有斐閣双* 所収，1963年

「多部門成長理論」『国際通信に関する諸問題』国際電信電話株式会社，1964年

「技術進歩と経済理論」『三田評論』通巻第628号，1964年

「経済学の方法」荒憲洽郎• 福岡正夫編『経済学』有斐閣所収，1965年

「経済の基本問題」荒憲洽郎• 福岡正夫編『経済学』有斐閣所収，1965年

「価格機構と経済厚生」德原三代平• 林栄夫• 宮11$義ー編，近代経済学請座〔1〕基礎理論編『価格の理論』 

有姜閣所収，1967年
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r経済成長理論の発辰」安井塚磨編『ケインズ以後の経済学』日本経済新聞社所収，1967年 

r ジg —ン . ロビンソンの世界」『東洋経済』創刊記念号，1967年 

「現代経済学の潮流」『三田評論』通券第684号，1969年

「解題」ロビンソン『価値論の再検討』慶應義塾大学小泉記念講座選* , 1969年 

「現代経済学の潮流」『福沢選書』 2 , 1970年

r一般均衡理論の発展」熊谷尚夫• 大石泰彦編『近代経済学』（3)有斐閣双S 所収，1970年 

厂サムユルソン経済学—— その現代理論への貢献—— 」『経済セ ミナ一』，1970年 

「解題」ハロッド『経済成長の理論と政策』慶應義塾大学小泉記念講座選•  5 , 1970年 

厂ケインズ理論とその背景」『三田評論』通巻719号 〔福岡正夫編『経済学の潮流』日本評論社（1974年）に再 

録〕，1970年 

r一般理論への道」『学燈』1972年

「ヒックス教授の功績—— その一般均衡理論への貢献J 『経済セミナ一』No. 210, 1972年 

「ヒックス，アロー両教授の貢献」『* 窓』N o .1 2 ,1973年

「一般均衡経済学」中山伊知郎• 荒憲治郎• 宮沢健一編『原典による経済学の歩み』講談社所収，1974年 

「ミクロ経済学」日本経済学会編『経済学の動向（上)』東洋経済新報社，1974年

「経済学を築いた人々—— J . R • ヒックス一 」筑摩書房『近代経済学の理論構造』付録，経済学全集月報 

No. 2 7 ,1974年

厂サムユルソンと現代経済学」N H K 大学請座経済学2『現代経済学の潮流』N H K サービスセンター，1975年 

「序本書のプログラム」『経済学2厚生経済学』有斐閣双書，1975年

r j . R . ヒックス—— そのノーベル賞受賞にさいして—— J 『セミナー経済学教室1 2 現代の経済学理論と 

思想』日本評論社（『経済セミナー』1972年12月号所載論文の再録），1976年 

「小泉信三博士と理論経済学」『三田評論』通巻第762号，特集 . 小泉信三博士死後十年. 人とその学問，1976 

年

ITケインズ革命」の意味」玉野弁芳郎• 柏崎利之$1編 『近代経済学の系譜その史的再検时』日本経済新聞社 

所収，1976年

「邦訳される「ケインズ全集」」『毎日新聞』 1 月17日，1977年

「サミュュルソン一 新古典派総合一 J 気貧健三• 千種義人編著『現代経済学の思潮』秀潤社，1977年

r推薦のことぱ」ドプリュ一『価値の理論』丸山徹訳，東洋経済新報社，1977年

「ソロー」大阪市立大学経済研究所編『経済学辞典』岩波書店，1965年 （第 1版)，1979年 （第2版）

「現代経済学」荒憲洽郎’ 内田忠夫• 福岡正夫編『経済辞典』講談社所収，1980年

「あとがき」『地球社会への展望—— 慶應国際シンポジウム—— 』日本生産性本部，1980年

「ケインズ経済学の現局面」『経済セミナ一』No. 316, 1981年

「巻頭言一 経済学を見る眼—— J 『日本経済研究センター会報』第406号，1981年

「経済学の最近の動向（上)」『慶應キャンバス』 5 月25日，1982年

「経濟学の最近の動向（下)」『慶應キャンバス』6 月20日，1982年

「現代経済学の諸'潮流—— ケインズ派批判の虚実—— 」『日本経済新聞』10月23日，1982年 

r経済学の現在(1)—— 時代のはざまとしての現在—— 」『三田理財クラプ125』第 1卷第1号，1983年 

「経済学の現在(2)—— 消費者選好の規準をめぐって—— J 『三田理財クラプ125』第 1卷第2号，1983年 

「経済学の現在(3)—— 価格現象の意義—— 」『三田理財クラプ125』第 1卷第3 号，1983年 

r経済学の現在(4)—— 自由放任と最適配分—— 」『三田理財クラプ125』第 1巻第4 号，1983年 

「経済学の現在⑤—— 均衡と不均衡—— J 『三田理財クラプ125』第 1卷第5 号，1983年 

厂経済学の理在(6)—— 貨幣の役割I —— J 『三田理財クラプ125』第 1巻第6号，1983年 

「ジョン. メイナード. ケインズ—— 生誕百年にちなんで—— 」『三田学会雑誌』第76卷第4 号，1983年
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「ノ一ペル賞受賞のドプル一教授」『日本経済新聞』11月5 日，1983年 

「G . ドプル一教授—— 人と業績—— J 『ユコノミスト』11月8 日，1983年 

「レオン. ワルラス生誕150年」『日本経済新聞』12月17日，1984年 

「カルドア教授の業績をしのぶ」『日本経済新聞』11月11日，1986年 

「カルドア」『プリタニ力国際年鑑』T B S プリタニ力年鑑，1987年 

「カントロビッチ」『プリタニ力国際年鑑』 T B S プリタニ力年鑑，1987年

「社会的厚生関数論争—— 『やさしい経済学』一 」『日本経済新聞』6 月17 . 18 • 19 • 20 • 22 • 23曰，1987年

r ケインズからいま何を学ぶべき力、」『経済セミナー』No. 393, 1987年

「ノーペル賞のソロー教授」『日本経済新聞』10月31日，1987年

「ノ ー ペ ル経済学賞ロ バ ー ト . ソ ロ ー の業績」『信濃毎日新聞』10月25日，1987年

「経済学賞ロバート . M . ソロー氏」『中日新聞』10月27日 （前記と同一内容)，1987年

「ソローの業績」『山形新聞』10月27日 （前記と同一内容)，1987年

「ロバート . ソローの業績」『京都新聞』10月28日 （前記と同一内容)，1987年

「ノ一ペル経済学賞にソロ一教授」『エコノミスト』11月10日，1987年

「政治的景気循環—— 『やさしい経済学』一 」『日本経済新聞』10月18 .19 .20 *21*22 .2 4日，1988年 

「追悼• ジg ン . ヒックス」『経セミ』No. 415, 1989年

6. 書 評

「ロ イ . ハ ロ ッ ド 『動態経済学へ』」『経済評論』第5巻第2 号，1950年 

「J . R . ヒプクス『景気循環論』」『三旧学会雑誌』第44卷第1号，1951年 

「A . P . ラーナー『雇傭の経済学』」『三田学会雑誌』第45卷第3号，1952年 

「ロ イ . ハ ロ ッ ド 『景気循環論』」『経済評論』第4卷第10号，1955年 

「ロビンソン『資本蓄積論』」『季刊理論経済学』第 8卷第1 . 2 号，1957年 

「古谷弘『現代経済学』」『日本読》新聞』 9 月16日，1957年 

「熊谷尚夫『資本主義経済と雇傭』」『経済評論』第6 卷第12号，1957年 

「J • R • ヒックス著早坂忠. 村上泰亮訳『需要理論』」『日本読* 新聞』 5 月26日，1958年 

「ドーフマン=サ ミ ュ エ ル ソ ン = ソ ロ ー 『線望計画と経済分析』」『東洋経済新報』第2834号，1958年 

「シュンペーター東畑精一訳『経済分析の歴史』」『三田学会雑誌』第53卷第6 号，1960年 

「Arrow J. K. and M. Hoffenberg A  Tim e Series Analysis o f Interindustry D em a n d s『季刊理論経済学』 

第11卷第1号，1960年 

「ジ ョ ー ン .ロ ビ ン ソ ン 『経済分析の演習』」『学鐘』，1961年 

「ジ ョ ー ン .ロ ビ ン ソ ン 『経済成長論文集』」『学鐘』，1962年

「ヘンダーソン= クォント，小官隆太郎訳『現代経済学』—— 価格分析の理論—— 」『三田学会雑誌』第55卷第 

1号，1962年

「筑井甚吉.村上泰亮 Turnわike Optimality in Input-Output Systemes-Theory and Application fo r  Plan.

ning (『投入産出体系におけるターンバイク最適性---理論と経済計画への応用---』）North-HollandJ

『日本経済新聞』11月3 日，1980年 

「金本良嗣 Theory o f  Urban Externality (『都市の外部性の経済理論』）「North-Holland」『日本経済新聞』 

11月3 日，1981年

「岩弁克人DisequilibHum Dynamics (『不均衡動学』）Yale University Press J 『日本経済新聞』11月3 曰， 

1982年

「レ イ ヤ ー ド . ウ ォ ル タ ー ズ 荒憲洽郎監訳『ミクロ経済学—— 応用と演習』一 J 『創文』通巻第228号，1983 

年
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r熊谷尚夫『経済原論』」『経済セミナ一』No. 346, 1983年

r本間正明『租税の経済理論』----- 般均衡の新分野開く—— 丄 『日本経済新聞』11月3 日，1983年

r塩野谷祐ー『価値理念の構造』」『日本経済新聞』11月3 日，1985年

「サー. ジョン.ヒプクス教授に乾杯」『経済学新刊案内』オックスフォード大学出版局，1986年

「伊藤隆敏『不均衡の経済分析』」『日本経済新聞』11月3 日，1986年

「荒憲洽郎『資本理論の研究』」『経済研究』第39卷第2 号，1987年

「ザ . ニュー. バルグレイプ」『学鐘』，1987年

「猪木武徳『経済思想』」『日本経済新聞』11月3 日，1987年

「伊藤元重『入門経済学』」『経済セミナ一』No. 400, 1988年

「ロバート . スキデルスキー，宮崎義一監訳古屋隆訳『ジ g ン . メイナード . ケインズ』I ---裏ぎられた期待

1883—1920年—— 」1988年

7. 隨 享

「ハーヴァードの経済学者」『三田評論』通巻第567号，1955年

「随想—— 巻頭言に代えて—— 丄 『ュコノ メッカ』N o .1 ,福岡研究会，1958年

「ウ31—バーの教え」『ュコノ メッカ』No. 2 , 福岡研究会，1959年

「ヒックス教授会見記」『ュコノ メッカ』No. 3 ,福岡研究会，1960年

「あま大島紀行」『ュコノ メッカ』N o .も 福岡研究会，1961年

「白馬日誌」『ュコノ メッカ』No. 5 , 福岡研究会，1962年

「北海道の休日」『ュコノメッカ』No. 6 , 福岡研究会，1963年

「巻頭言」『ュコノ メッ力』No. 7 , 福岡研究会，1964年

「授業科問題所感」『ュコノ メッカ』No. 8 , 福岡研究会，1965年

「海外通信イギリスより」『三田評論』通巻第656号，1967年

「留学雑記」『経済評論』，1967年

r ケンプリプジ寸描」『三田評論』通巻第665号，1967年

「親愛なるデーヴィプド」『三田評論』通巻第678号，1969年

「カルドア教授を迎えて」『慶應義塾大学報』通巻第8 号，1967年

「学園紛争所惑一 ノンポリ学生よ，団結せよ一 」『慶應義塾大学報』通巻第17号，1969年 

r滞漆4 力月—— キャンペラの印象—— 」『三田評論』通巻第691号，1970年

「三田フォーラム—— 業務患查も不可能ではなV--- 」『三田評論』通巻第696号，1970年

r紛争から学ぶもの」『慶應義塾大学報』通巻第28号，1970年

「強®！な知的営為の所産」『三田評論』通巻第709号（小槍山• 高瀬• 藤岡著『カラー• 日本の蝶』，評)，1971年 

「サミュュルソン教授来塾」『慶應義塾大学報』通巻第35号 （A 角塔「感銘をよんだ記念講演」)，1971年 

「サミュュルソン教授との5 日間」『三田評論』通巻第710号，1971年

厂経済学と現代」『慶應義塾大学報』通巻第38号 (八角塔 r小泉信三記念請座」について），1972年

「The Mystery of John Maynard KeynesJ『エコ ノ メ ッ力』No. 9, 福岡研究会，1972年

「偶然と必然」『ュコノメッカ』N o .1 0 ,福岡研究会，1973年

「自然保護ということ」『三色旗』通巻第298号，1973年

「留学時代の友人」『日本経済新聞』（11月6 日朝刊，交遊抄)，1973年

「現代経済学ぜ感—— 『経済学の潮流』干!]行によせて—— 」『慶應義塾大学報』通巻第51号，1974年 

「随想• * 斎の内と外一蝶」『三田評論』通巻第740号，1974年 

「新著余歷経済学の潮流」『三田評論』通巻第741号，1974

「大学各誉博士授与—— 塾員のタイ国蔵相—— 」『慶應義塾大学報科』通巻第54号 （A 角塔)，1974年
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「サミュエルソン教授とのふれあい」『ユコノ メッカ』N o .11, 福岡研究会，1974年 

「歴史はくり返す」『三色旗』通巻第325号，1975年

「レポートのみによる成績評価は疑問—— 他大学の試験紛碎を考える—— 」『慶應義塾大学報』通巻第57号， 

1975年

rわが学部に描く私のま写真」『三田評論』通巻第749号，1975年

「『日本産蝶類大図鑑』を出版する藤岡知夫君」『塾』通巻第72号 （窓)，1975年

r採集苦心談」銀座和光「日本の蝶展」バンフレット所収，1975年

「安弁孫磨先生との出会い」『ュコノ メッカ』N o .1 2 ,福岡研究会，1976年

「小泉信三賞選評—— 群を抜いた島君の作品—— 」『三田評論』通巻第777号，1978年

「学際的研究への志向」『慶應義塾大学報』通巻第88号，1978年

r ワグネル渡欧公演」『慶應義塾大学報』通巻第93号 （八角塔)，1978年

「蝶のすすめ」『仔馬』第29卷第2号，1977年

「ジヨン.ロビンソン女史と私」『ュコノ メッカ』N o .1 3 ,福岡研究会，1978年 

「小東信三賞選評—— 素直さへの評価—— 」『三田評論』通巻第788号，1979年 

「日本経済の現状と進路」『三田ジャーナル』通巻第64号，1979年

『一般均衡理論』が出来るまで—— その序文下書きから—— 」『ュコノ メッカ』No. M ,福岡研究会，1979年 

r 日本経済を考える」『東京芝ロータリークラプ週報』第11巻第43号通巻492号，1979年 

「新著余腫」『創文』通巻第187号，1979年

「レイヨンヒューヴッド教授会見記」『ュコノ メッカ』N o .15, 福岡研究会，1979年 

「理工学部の開設について」『慶應義塾大学報』通巻第103号，1979年 

「受賞のことぱ」『日本経済研究センター会報』通巻第355号，1979年 

「経済学と古典」『泉』通巻第26号，1979年

「小泉信三賞選評---- 際輝いた逸品---」『三田評論』通巻第799号，1980年

「55年度義塾派遣留学生—— 常盤政'冶君他—— J 『慶應義塾大学報』通巻第110号，1980年 

「ま例発まI V 大学教ぎの充実について」『昭和54年度第2 回私立大学の充実に関する研修会報告書』私学研修 

福祉会，1980年

「入試雑感」『東京芝ロータリークラプ週報』第12卷第36号，1980年

r一 般 教 カリキュラムの改編—— ハーバード大学の場合—— 」『塾』第18巻，第 1号，1980年 

r経済学者の殺人」『ュコノ メッカ』N o .1 6 ,福岡研究会，1980年 

r創文社と私」『創文』200号記念特集号，1980年

「現代経済学の混迷」『経済学部ゼミナール通信』第4 卷第3号，1980年 

「わが趣味を語る(1)—— 蝶のこと—— 〔上)」『塾友』通巻第286号，1981年

rわか趣味を語る(2)---蝶のこと---〔下)」『塾友』通巻第287号，1981年

r注目を惹く男女比率—— 小泉信三賞選評—— 」『三田評論』通巻第810号，1981年 

「ゼミ生誕二十五周年に寄せて」『エコノ メッカ』N o .1 7 ,福岡研究会，1981年 

「高橋誠一郎先生の思い出」『ュコノ メッカ』N o .1 7 ,福岡研究会，1981年

「わか趣味を語る(3)---推理小説をめぐって---〔上)」『塾友』通巻第288号，1981年

「わが趣味を語る(4)—— 推理小説をめぐって—— (下）」『塾友』通巻第289号，1981年 

「わが趣味を語る(5)—— クラシック音楽と私—— (上)」『塾友』通巻第M l号，1981年 

「わが趣味を語る(6)—— クラシック音楽と私—— 〔下)」『塾友』通巻第292号，1981年 

r近況あれこれ」『M R K文集』，1981年

「高橋誠一郎先生を悼んで」『慶應義塾生新聞』第144号，1982年 

「ワグネルの栄光の夕べ」『三田評論』通巻第824号，1982年
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r小泉信三賞選評—— 屈託なさへの好感—— 」『三田評論』通巻第821号，1982年 

IT瑟」は "ひつ" か " しつ" 力d 『三田評論』追悼高橋誠一郎特集号，1982年

「性の深層意識—— ローレンス『恋する女たち』—— 」『経済セミナー』No. 332—私の書架から一，1982年 

「冬のザルツプルグ」『M R K文集』，1982年

「第7 回小泉信三賞選評—— 心強い水準の高さ—— J 『三田評論』通巻第832号，1983年

「マルクスとの出会い」『ユコノ メッカ』N o .18, 福岡研究会，1983年

「マルクス没後百年」『泉』No. 40 (創刊十周年記念—— 小泉信三特集号一 )，1983年

「マルクス経済学と私(1)」『慶應キャンバス』 6 月5 日，1983年

厂マルクス経済学と私(2〉_1『慶應キャンバス』 7 月20日，1983年

「マルクス経済学と私(3)」『慶應キャンバス」11月20日，1983年

「偶感大学生活と音楽」『M R K文集』，1983年

「新春随想雑感大学と音楽」『塾友』通巻第314号，1984年

「小泉信三賞選評—— 小論文とは何か—— J 『三田評論』通巻第843号，1984年

「恩師」『ュコノ メッカ』N o .1 9 ,福岡研究会，1984年

「私の余暇時間"蝶の世界の謎解きに取り憑かれ"」『週刊東洋経済』臨時増刊経済白書特集，1984年 

「私の夏休み—— 著作執筆と蝶の採集—— J 『塾友』通巻第321号，1984年

「経済における専門教育とその問題点」『大学における専門教育の問題点—— 専門教育研究委員会中間報告—— 』 

大学基準協会，1985年 

「プタペストあれこれ」『ュコノ メッカ』No. 2 0 ,福岡研究会，1985年

「ワグネルの旅---ウィーンとプタぺスI---- J 『三田評論』通卷第806号，1985年

「ワグネルのヨーロッバ演奏旅行」『塾友』通巻第329号，1985年

「小泉信三先生と私」『慶應キャンバス』 4 月5 日，1986年

「小泉信三先生と私」『ュコノ メッカ』No. 2 1 .福岡研究会，1986年

「『アダム . スミス，マルサス，リカアドオ』との出会い」一 「私と一冊の本（社会科学)」『三色旗』第458号， 

1986年

「創立五十年を祝す」『三田レコ一ド鑑賞会創立M周年記念誌』，1986年 

「自主的勉学を目指せ」一「拝啓新入生諸君」『塾風』，1987年 

「反ポパー主義の陥窄J 『ュコノ メッカ』No. 2 2 ,福岡研究会，1987年

「右へ傲うな---今に甘んじない学生生活を---」『Tetra Press』October, 1987年

厂20世紀に私が学んだこと」『Foresight』2 1 ,慶應義塾大学第三文明研究会，1988年 

「ケインズの伝記」『ュコノ メッカ』No. 2 3 ,福岡研究会，1988年 

「経済学の混迷？」『三色旗』第498号，1989年 

「蝶との付き合い」『大学時報』日本私立大学連盟，1989年

3. 対談 •座談会

「座談会ァメリ力の経済学会」『季刊理論経済学』第4巻第3 • 4 号 （安井塚磨• 古谷弘• 市村真一と），1953年 

「対談近代経済学はどうあるべきか」『経済セミナー』No. 25 (安井理磨と），1958年 

「座談会白書におけるものの考え方」『経済セミナ一』臨時増刊No. 34 (内田忠夫’ 大熊一郎• 嘉洽元郎•小 

官隆太郎と），1959年

「座談会中山報告をめぐって」『季刊理読経済学』第10卷第1 . 2 号 （久保田明光. 山田雄三. 中山伊知郎• 

荒憲洽郎• 伊達邦春と），I960年 

「座談会今年の日本の近代経済学」『経済評論』臨時増刊（内田忠夫• 藤野正三郎’ 渡部福太郎と），I960年 

「座談会日本経済と経済学」『経済往来』（大熊一郎• 嘉洽元郎• 藤野正三郎と），I960年
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「座談会深まる独禁政策のジ レ ン マ 」 『東洋経済』新年号（德原三代平• 熊谷尚夫. 御園生等と），1960年 

「座談会独禁政策はいかにあるべきか」『中央公論』（館龍一郎. 小官隆太郎と），1962年 

「コメン ト 」 小官隆太郎編『戦後日本の経済成長』岩波* 店 （東京経済研究セ ン タ ー 主催第1回コンファレン 

ス議事録)，1963年

「コ メ ン ト 」 館龍一郎.渡部経彦『経済成長と財政金融』岩波* 店 （東京経済研究セ ン タ ー主催第2 回コンフ 

ァレンス議事録），1965年 

「コメント」慶應義塾経済学会編『経済学方法論の諸問題』東洋経済新報社，1967年

「シンポジウム. ケインズと現代経済学」館龍一郎編『ケインズと現代経済学』東京大学出版会（館龍一郎.

安井塚磨• 小宮隆太郎と），1968年 

「対談マルクス経済学と近代経済学」『経済セミナ一』 N o .145〔長洲一二 . 伊東光晴と），1968年 

「対談経済学日本とアメリカ」『三田評論』通巻第701号 （マーティン. プロンフェンプレナ一と），1971年 

「福岡正夫君に聴く」『塾』通巻第49号 （この人を囲む一時間a3)), 1971年 

厂対談サミュュルソン教授の人と学問」『三田評論』通巻第708号 （都留重人と），1971年 

「対談ノーベル賞の経済学者たち」『三田評論』通巻第723号 （内田忠夫と），1973年 

「対談アダム . スミス生誕ニ五0 年」『三田評論』通巻第731号 〔高橋誠一郎と），1973年 

「対談新入生父兄との対話学問研究に平衡感覚を」『三田評論』通巻第738号 （擅一雄と），1974年 

「鼎談経済学の新動向」『三田評論』通巻第7M号 （二階堂副包. 松浦保と），1975年

「座談会ゼミナールの役割」『慶應義塾大学報』通巻第66号 （林脇トシ子. 小田英郎. 福島義久.安東f申介 

と），1976年

「対談小泉信三とマ ル ク ス批判」〔気貧健三と）『慶應キ ャ ン バ ス 』 7 月1 日，1976年

「座会大学の適正規摸---研究.教言の充実を求めて---」『慶應義塾大学報』通卷第84号，1977年

「対談義塾の教育とその当面する課題」『慶應義塾大学報』通巻第86号 （石川忠雄と），1977年 

「座談会明日の大学図* 館」『三田評論』通巻第786号 （高鳥正夫• 横文彦. 津田良成• 松原秀ー• 速水融と）， 

1978年

「座談会転機に立つ国債問題」『三田評論』通巻第794号 （江頭啓輔• 板倉譲治• 竹中一雄. 大熊一郎と）， 

1979年

「座談会地球社会への展望—— 国際シンポジウムの開催によせて—— 」『三田評論』通巻第796号 （十時厳周.

浜田文雅• 栗林忠男• 高橋潤ニ郎• 井関利明と），1979年 

「三人閑談蝶」『三田評論』通巻第803号 （薩摩忠• 藤岡和夫と），1980年

「コ メ ン ト 」 島野卓雨，浜田宏ー編『日本の金融』岩波* 店 （東京経済セ ン タ ー主催第7 回コ ン フ ァ レ ン ス議 

事録)，1980年

「対談義塾アカデミズムの復興」『三田評論』通巻第799号 （石川忠雄と），1980年

「対談経済学はどこに行くか—— アメリ力経済学の現状と展望—— 」『社団法人中小企業研究センター年報』 

(岸田輝熊と），1981年 

r人気ゼミの内側—— 福岡正夫教授に聞く—— J 『世界学生新聞』，1982年 

「座談会塾生の海外旅行塾』第134号 （松原秀ー• 栗林忠男. 福井秀直. 衛藤験と），1982年 

「座談会マルクス’ ケインズ，シュンペーター」『三田評論』通巻第835号 （小池基之. 竹内靖雄. 早坂忠. 

丸山徹と），1983年

厂対談ケイソズ経済学とケインズ批判の経済学」『別冊経済セミナ_ 』011 ロ弘と），1983年 

「座談会不均衡動学と均衡分析—— 価格メ カ ニ ズ ム の :有効生をめぐって—— J 『日本経済セ ン タ ー 』 会報第 

437号 （岩弁克人. 林敏彥と），1983年 

「座談会芸術と大学」『三色旗』第433号 （高橋高見. 由良君爱. 永戸多喜雄. 衛藤驗• 德永陸男と），1984年 

「対談レオン . ワルラスと現代経済学」『週刊東洋経済』近代経済学シリーズNo. 69 (安井斑磨と），1984年
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「対 談 （続）レオン. ワルラスと現代経済学」『週刊東洋経済』近代経済学シリ一ズNo. 70 (安井塚磨と）， 

1984年

厂三人閑談クラシック音楽」『三田評論』通巻第825号' (渡辺格• 中野博司と），1984年

「対談蝶を追って」大蔵省広報『ファイナンス』通巻第237号 （川崎昭典. 東山紀之と），1985年

「シンポジウム：数理経済学の有効性」『現代における数学と経済学の試み』日本交通政策研究会（浜田宏一 .

佐和隆光• 西村和雄と），1985年 

「対談さらなる飛躍のために」『慶應義塾大学報』通巻第170号 〔石川忠雄と），1986年 

「座談会異職經造—— 蝶に魅せられて一 J 『FRIENDLY』Vol.16 No. 82 (五十嵐邁. 東山紀之.弘世德太 

郎と），1982年

「座談会近経の父 . 小泉信三」『慶應キャンバス』4月20日「慶應義塾過去. 現在 . 未来」第4 回 （千種義人• 

丸山徹と），1988年

「三人閑談誌上名画座」『三田評論』通巻第900号 （渡辺格• 村瀬敏郎と），1989年

「座談会アダム . スミス再考」『三田評論』通巻第911号 （根岸隆• 飯田裕康• 丸山徹と），1990年
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